
地域経済活性化への取り組み

1. 本業（企業価値向上）支援・企業のライフステージに応じたソリューションの提供
項　目 具体的取組策 主な取組実績（平成30年3月末）

創業・新規事業
開拓支援

〇多様な支援チャネルによる創業支援
　体制の構築

・創業支援窓口における創業相談の受付および創業支援融資の実行
　（29年度 相談受付 74件、うち融資実行 47件）
・安城商工会議所、みよし商工会の創業塾へ参画
・「輝く女性ソーシャルビジネスプランコンテスト」へ協賛

成長段階における
更なる飛躍支援

〇企業の事業拡大に向けた
　課題解決支援強化

・「へきしんビジネスマッチング」のマッチング実績（29年度 応募 125先、うち成約 25先）
・「へきしんメーカーマッチングサービス　リンカーズ」の取組実績（29年度 登録 346先）
・医療・介護分野の相談受付（29年度 109件）

〇海外事業展開のサポート態勢強化 ・「営業店ビジネスサポートデスク」を活用した海外事業展開にかかる相談受付を実施（29年度 68件）
経営改善支援 〇実効性ある出口戦略の推進 ・経営改善支援先として282先を重点支援

事業再生や
業種転換等の支援

〇外部専門家との連携を通じた
　多様な金融支援の実施

・中小企業再生支援協議会への相談件数5件
・多様な金融支援を図るため、外部専門家との連携による提案を実施

事業承継支援 〇事業承継・M&Aに関する
　課題解決支援の強化 ・事業承継、M&Aに関する相談対応および面談を実施（相談受付 455件、うち面談 302件）

２. 地域の面的再生への積極的な参画
項　目 具体的取組策 主な取組実績（平成30年3月末）

地域の取り組みへの
積極的な参画 〇地域創生事業等への積極的な参画

・地域の公的支援施設である安城ビジネスコンシェルジュへ中小企業診断士資格を
　有する職員を1名派遣し、経営相談の受付を実施
　（平成29年10月より毎週2回派遣、相談受付 61先、167件）
・大府市、大府商工会議所と「地方創生に係る包括連携協力に関する協定」を締結
・刈谷商工会議所と「中小企業支援業務に関する覚書」を締結

３. 地域や利用者に対する積極的な情報発信
項　目 具体的取組策 主な取組実績（平成30年3月末）

地域密着型金融の
取り組みに関する
積極的な情報発信

〇ホームページ、ディスクロージャー誌、
　Hekikai Report等の活用

・地域密着型金融推進計画の取組状況や、各種取組に関するニュースリリース等を
　ホームページ上で公表
・ディスクロージャー誌において、中小企業の経営改善および地域経済活性化への
　取り組み等を積極的に紹介
・情報誌「Hekikai Report」において、4回の企業訪問リポートを紹介

お客さま、地域への
多様な情報提供

〇お客さま、地域、経営に
　役立つ多様な情報提供の実施

・碧青会全体で計26回の会員向けセミナーを実施
・碧青会等の会員向けに「ビジネスリポートインデックス」を配付し、
　「へきしんアシストネット」で経営に役立つ情報提供を実施
・資産運用に関するセミナーを実施
　（資産運用関連セミナー 11回、確定拠出年金等のセミナーを11回）
・ホームページやLINE＠を通じ、金融情報の豆知識を配信する
　「おしえて!! めりっとくん ～お金に関する豆知識～」を平成30年2月から開始

地域密着型金融推進計画の取組状況
当金庫では、平成29年4月より「地域密着型金融推進計画（平成29年4月～平成31年3月）」を策定し、金庫全体で積極的に取り組んでいます。

【共通ベンチマーク】　基準日：平成30年3月31日
1. 取引先企業の経営改善や成長力の強化
メインバンクとして取引を行っている企業のうち、経営指標の改善や就業者数の増加が見られた先数および同先に対する融資額の推移

平成30年3月末
メイン先数および融資残高 5,708先 3,809億円
経営指標等が改善した先数および融資残高 3,788先 3,038億円

2. 取引先企業の抜本的事業再生等による生産性の向上
（1）貸付条件の変更を行っている中小企業の経営改善計画の進捗状況

条件変更総数 好調先 順調先 不調先
中小企業の条件変更先に係る経営改善計画の進捗状況 810先 15先 16先 779先
※不調先には計画未策定先724先を含みます。

（２）関与した創業、第二創業の件数
総数

関与した創業件数 292件
関与した第二創業件数 1件

（３）ライフステージ別の与信先数および融資額
対象先 創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期

ライフステージ別の与信先数 17,703先 248先 1,187先 14,934先 473先 861先
ライフステージ別の与信先に係る事業年度末の融資残高 7,013億円 181億円 644億円 5,430億円 218億円 537億円

3. 担保・保証依存の融資姿勢からの転換
事業性評価に基づく融資を行っている与信先数・融資額および全与信先数・融資額に占める割合（先数単体ベース）

平成30年3月末
事業性評価に基づく融資を行っている与信先数および融資残高 507先 201億円
上記計数の全与信先数および当該与信先の融資残高に占める割合 3.77% 2.93%

○詳細につきましては当金庫ホームページで公表しています。

金融仲介機能のベンチマークに関する開示
平成28年9月に金融庁から、金融仲介機能の発揮状況を客観的に評価できる多様な指標として、「金融仲介機能のベンチマーク」が公表され

ました。各金融機関はこの指標を用いて、取組みの進捗状況や課題等について認識し、金融仲介の質を一層高めることが求められています。
当金庫においても、積極的に取り組んでいく事項を公表し、地域経済の発展に貢献していきます。
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